
全
十
九
巻
の
刊
行
計
画
を
成
功
裏
に
完
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
、
む
ろ
ん
、
関
係
各
位
の
ご
尽
カ
・
ご
支
援
を
は
じ
め
と

し
て
、
い
く
つ
か
の
要
因
（
条
件
）
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
、
浦
添
市
当
局
が
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
の
刊
行
事
業
を
市

の
文
化
事
業
の
「
顔
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
最
後
ま
で
継
続
的
に
推
進
す
る
方
針
を
堅
持
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
琉
球
王
国
の
文
化
遺
産

て
は
「
刊
行
事
業
年
譜
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』

（
全
十
九
巻
）

の
編
集
を
了
え
て

数
世
紀
に
わ
た
っ
て
継
続
し
た
琉
球
王
国
の
歴
史
の
な
か
で
、
一
六
二
三
（
天
啓
三
）
年
か
ら
一
八
七
九
（
光
緒
五
）
年
ま
で
の
間
に

蓄
積
さ
れ
た
厖
大
な
行
政
文
書
は
、
琉
球
処
分
の
時
点
で
明
治
政
府
の
内
務
省
へ
移
管
さ
れ
、
「
旧
琉
球
藩
評
定
所
書
類
」
と
い
う
名
称

で
整
理
・
保
管
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
関
東
大
震
災
に
遭
っ
て
そ
の
大
部
分
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
総

数
二
千
余
冊
の
内
、
幸
い
に
も
筆
写
な
ど
に
よ
り
焼
失
を
免
れ
残
存
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
約
一
割
の
文
書
の
総
て
を
翻
刻
し
、

『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
と
し
て
編
集
・
刊
行
す
る
と
い
う
壮
大
な
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
四
月

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
の
編
集
・
刊
行
事
業
は
、
二

0
0二
（
平
成
一
四
）
年
三
月
ま
で
の
十
五

年
の
歳
月
を
か
け
て
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
目
出
度
く
完
結
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
誠
に
慶
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

こ
の
十
五
年
間
の
編
集
・
刊
行
事
業
の
軌
跡
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
の
道
程
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
く
、
再
三
予
想
外
の
問
題
に

直
面
し
て
刊
行
計
画
の
拡
大
・
変
更
を
迫
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
「
五
年
で
全
十
巻
刊
行
」
の
当
初
計
画
は

翌
一
九
八
八
年
五
月
に
「
＋
年
で
全
十
八
巻
」
の
刊
行
計
画
へ
拡
大
さ
れ
、
さ
ら
に
三
年
後
の
一
九
九
一
年
八
月
に
は
「
十
五
年
で
全
十

八
巻
・
毎
年
一
巻
刊
行
」
の
計
画
へ
改
定
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
新
た
な
評
定
所
文
書
の
発
掘
に
よ
り
、
急
逮
「
補
遺
別
巻
」
を
追
加
す
る

必
要
が
生
じ
、
二

0
0
0
年
三
月
ま
で
に
「
十
五
年
で
全
十
九
巻
」
の
刊
行
計
画
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
（
詳
細
に
つ
い
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、↓
O

し と
し
て
の
評
定
所
文
書
の
価
値
と
重
要
性
に
逸
早
く
注
目
し
、
英
断
を
も
っ
て
刊
行
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
故
比
嘉
昇
市
長
を
は
じ

め
、
賢
明
な
判
断
と
揺
る
ぎ
な
き
方
針
を
も
っ
て
刊
行
事
業
を
継
続
さ
せ
た
そ
の
後
の
歴
代
市
長
、
即
ち
宜
保
成
幸
•
宮
城
健
一
・
儀
間

光
男
市
長
の
役
割
は
決
定
的
に
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
刊
行
事
業
を
主
管
し
た
浦
添
市
教
育
委
員
会
の
歴
代
の
教
育
長
及
び
浦

添
市
立
図
書
館
の
歴
代
の
館
長
・
沖
縄
学
研
究
室
主
査
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
役
割
も
特
筆
す
べ
き
要
因
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
残
存
す
る
評
定
所
文
書
（
写
し
）

の
所
蔵
・
保
管
機
関
（
国
立
公
文
書
館
・
東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
及
び
史
料
編

纂
所
・
警
察
庁
官
房
総
務
課
広
報
室
）
及
び
各
機
関
の
関
係
各
位
が
浦
添
市
の
刊
行
計
画
に
ご
理
解
を
示
し
、
文
書
の
複
写
及
び
出
版
を

許
可
し
て
項
い
た
だ
け
で
な
く
、
原
文
照
合
な
ど
の
面
で
も
便
宜
を
図
っ
て
頂
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
あ
ら
た
め
て
関
係
機
関
及

び
関
係
各
位
に
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
同
時
に
ま
た
、
刊
行
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
新
た
な
評
定
所
文
書
の
発
掘
と

確
認
、
及
び
刊
行
計
画
を
め
ぐ
る
所
蔵
・
保
管
機
関
と
の
折
衝
等
に
尽
力
さ
れ
た
我
部
政
男
（
山
梨
学
院
大
学
教
授
）
・
比
嘉
実
（
元
法

政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
所
長
）
の
両
氏
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
ご
協
力
も
重
要
な
要
因
と
し
て
特
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
編
集
・
刊
行
事
業
の
推
進
母
体
と
な
っ
た
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
（
以
下
、
編
集
委
員
会
）
と
編
集
委
員
会
事

務
局
（
以
下
、
編
集
事
務
局
）
が
適
切
に
機
能
し
、
各
々
の
固
有
の
役
割
と
任
務
を
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
編
集
・
刊
行
上
の
困
難
な
諸

問
題
に
直
面
し
た
際
に
は
、
相
互
に
緊
密
な
協
力
関
係
を
保
持
し
つ
つ
、
編
集
・
刊
行
事
業
の
初
志
を
貫
徹
す
る
た
め
に
必
要
な
諸
措
置

を
適
切
に
講
じ
た
こ
と
も
、
全
十
九
巻
の
完
結
を
保
障
す
る
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
以
下
、
そ
の
足
跡
を
振
り
返
っ
て
み
た

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
七
月
に
発
足
し
た
編
集
委
員
会
は
、
本
土
在
住
委
員
六
名
、
沖
縄
在
住
委
員
六
名
の
計
十
二
名
で
構
成
さ

れ
、
委
員
長
に
島
尻
勝
太
郎
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
島
尻
委
員
長
の
も
と
に
開
催
さ
れ
た
数
次
の
編
集
委
員
会
に
お
い
て
編
集
方
針
が
審
議

さ
れ
、
第
一
巻
の
巻
頭
論
考
と
し
て
評
定
所
文
書
の
全
体
像
を
解
説
す
る
た
め
の
総
説
を
付
し
、
第
二
巻
以
降
の
各
巻
に
は
巻
頭
論
考
と
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し
て
評
定
所
文
書
の
世
界
と
関
わ
る
最
新
の
研
究
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
、
各
巻
に
収
録
す
る
一
件
文
書
の
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
し
そ
の

歴
史
的
背
景
の
理
解
に
資
す
る
た
め
に
文
書
一
件
毎
に
解
題
を
付
す
こ
と
、
解
題
執
筆
者
は
初
校
校
正
ゲ
ラ
と
原
文
書
（
写
し
）
を
照
合

点
検
し
て
句
読
点
を
付
す
こ
と
、
巻
頭
論
考
及
び
収
録
文
書
の
解
題
執
筆
者
は
編
集
委
員
会
内
外
か
ら
選
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

巻
頭
論
考
と
収
録
文
書
の
解
題
の
件
に
つ
い
て
は
、
当
初
方
針
が
そ
の
後
の
全
十
九
巻
に
貫
徹
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
編
集
委
員
会
の
構

成
に
つ
い
て
言
え
ば
、
初
代
委
員
長
の
島
尻
勝
太
郎
氏
の
死
去
に
と
も
な
っ
て
、

選
任
さ
れ
た
外
、

一
九
八
九
年
度
以
降
、
編
集
委
員
会
の
機
能
強
化
と
編
集
事
務
局
と
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
主
と
し
て
沖
縄
在
住

委
員
を
中
心
に
編
集
委
員
会
を
構
成
す
る
こ
と
と
し
、
編
集
委
員
の
半
数
が
交
代
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
後
も
編
集
委
員
長
の
交
代
（
一

九
九
四
年
）
や
若
干
の
委
員
の
交
代
は
あ
っ
た
も
の
の
、
一
九
八
九
年
度
以
降
の
編
集
委
員
会
の
構
成
に
は
基
本
的
な
変
化
は
な
く
、
各

委
員
が
巻
頭
論
考
・
解
題
執
筆
を
は
じ
め
実
務
的
な
任
務
と
責
任
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

編
集
委
員
会
は
毎
年
度
に
数
回
の
頻
度
で
開
催
さ
れ
、
各
巻
に
収
録
す
る
文
書
の
選
定
、
巻
頭
論
考
や
収
録
文
書
の
解
題
執
筆
者
の
決

定
、
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
決
定
と
進
捗
状
況
の
点
検
な
ど
を
議
題
と
し
て
審
議
す
る
と
と
も
に
、
原
文
書
（
写
し
）
の
様
式
や
形
態
を

可
能
な
限
り
保
持
し
な
が
ら
活
字
化
す
る
方
法
（
原
文
の
頭
注
や
行
間
の
添
書
き
及
び
字
句
の
訂
正
個
所
と
そ
の
表
示
方
法
・
漢
文
文
書

の
訓
点
の
表
示
方
法
・
判
読
不
能
文
字
の
表
示
方
法
等
）
を
も
慎
重
に
検
討
し
た
。
ま
た
評
定
所
文
書
に
は
判
読
に
難
渋
す
る
文
字
が
多

く
、
毎
回
難
読
文
字
を
解
明
す
る
こ
と
に
も
多
く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
、
編
集
委
員
全
員
の
英
知
が
結
集
さ
れ
た
。
近
世
文
書
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
編
集
委
員
会
の
機
能
は
、
難
読
文
字
の
解
明
に
お
い
て
最
も
効
果
的
に
発
揮
さ
れ
た
と
言
え
る
。

編
集
委
員
会
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
編
集
委
員
会
の
開
催
に
当
た
っ
て
、
編
集
事
務
局
に
よ
る
審
議
事
項
の
周

到
な
準
備
が
必
要
で
あ
っ
た
。
編
集
・
刊
行
事
業
を
推
進
す
る
心
臓
部
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
浦
添
市
立
図
書
館
内
の
沖
縄
学
研
究
室

に
は
、
館
長
・
主
査
を
は
じ
め
と
す
る
編
集
事
務
局
が
設
置
さ
れ
、
近
世
文
書
に
通
暁
し
た
専
門
の
嘱
託
員
（
二
名
）
も
配
置
さ
れ
て
事

務
局
の
機
能
強
化
が
図
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
審
議
・
検
討
す
べ
き
議
題
は
予
め
用
意
周
到
に
準
備
さ
れ
た
だ

一
九
八
九
年
二
月
に
は
第
二
代
委
員
長
に
金
城
功
氏
が
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教
育
長

け
で
な
く
、
編
集
委
員
会
で
審
議
・
検
討
さ
れ
た
結
論
（
事
項
）

は
編
集
事
務
局
に
よ
っ
て
常
に
的
確
に
実
施
に
移
さ
れ
た
。
編
集
事
務

局
と
の
有
機
的
な
連
携
に
よ
っ
て
編
集
委
員
会
の
機
能
も
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

編
集
事
務
局
は
通
常
の
編
集
・
刊
行
事
務
を
推
進
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
編
集
委
員
会
と
緊
密
に
提
携
協
力
し
な
が
ら
、
『
琉
球
王
国

評
定
所
文
書
』
刊
行
の
成
果
と
意
義
を
浦
添
市
民
を
は
じ
め
一
般
大
衆
に
還
元
し
周
知
さ
せ
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
も
尽
力
し
た
。
毎
年

『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
各
巻
が
刊
行
さ
れ
る
た
び
に
、
一
般
市
民
を
対
象
と
し
て
開
催
さ
れ
た
連
続
市
民
講
座
「
評
定
所
文
書
を
読

む
会
」
（
以
下
、
「
読
む
会
」
）
も
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
。
編
集
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
積
極
的
に
「
読
む
会
」
の
講
師
を
担
当
し
、
評
定

所
文
書
の
内
容
を
一
般
市
民
に
分
か
り
易
く
解
説
す
る
と
と
も
に
、
刊
行
事
業
へ
の
市
民
の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
毎
回
の
「
読

む
会
」
に
は
多
く
の
市
民
が
参
加
し
、
好
評
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
刊
行
事
業
へ
の
市
民
の
理
解
も
拡
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

機
会
あ
る
ご
と
に
、
編
集
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
新
聞
紙
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
「
評
定
所
文
書
の
世
界
」
を
紹
介
し
、
研
究
者
の

み
な
ら
ず
一
般
市
民
の
関
心
に
応
え
る
努
力
を
積
み
重
ね
た
こ
と
も
、
刊
行
成
果
の
還
元
活
動
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ

以
上
の
よ
う
な
編
集
委
員
会
及
び
編
集
事
務
局
の
努
力
も
ま
た

い
た
条
件
の
一
っ
と
し
て
総
括
し
て
お
き
た
い
。
加
え
て
ま
た
、
草
書
体
の
評
定
所
文
書
原
文
の
第
一
次
筆
耕
（
翻
刻
）
に
参
加
し
て
頂

い
た
多
く
の
研
究
者
各
位
の
ご
協
力
も
、
編
集
・
刊
行
事
業
を
計
画
通
り
に
推
進
す
る
た
め
の
不
可
欠
の
条
件
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
第
一
次
筆
耕
（
翻
刻
）
を
担
当
し
て
頂
い
た
各
位
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

こ
こ
に
最
終
巻
の
第
十
九
巻
を
刊
行
す
る
に
当
た
り
、
編
集
委
員
会
の
立
場
か
ら
、
こ
の
十
五
年
間
の
編
集
・
刊
行
事
業
の
軌
跡
を
大

雑
把
に
振
り
返
っ
て
見
た
わ
け
で
あ
る
が
、
最
後
に
刊
行
事
業
後
の
課
題
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。

二
0
0
1
（
平
成
一
三
）
年
の
夏
、
編
集
委
員
会
は
刊
行
事
業
の
成
果
を
今
後
ど
の
よ
う
に
継
承
し
活
用
す
べ
き
か
に
つ
い
て
協
議

し
、
そ
の
議
論
を
踏
ま
え
て
「
浦
添
市
教
育
委
員
会
大
盛
永
意
殿
」
あ
て
に
、
委
員
長
（
西
里
喜
行
）

゜
スノ

・
副
委
員
長
（
金
城

『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
全
十
九
巻
の
刊
行
を
成
功
裏
に
完
結
へ
導
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記

に
ご
検
討
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
し
だ
い
で
す
。

功
・
高
良
倉
吉
）

貴
職
を
中
心
に
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
浦
添
市
教
育
委
員
会
の
文
化
事
業
に
対
し
心
よ
り
敬
意
を
表
し
、
そ
の
益
々
の
成
果
に
期
待
を

寄
せ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
ど
も
が
編
集
責
任
を
任
さ
れ
て
き
た
「
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
」
の
刊
行
事
業
は
、
す
で
に
当
初
計
画
の
十
八
巻
を
刊
行

し
、
来
春
刊
行
予
定
の
補
遺
別
巻
一
冊
を
も
っ
て
事
業
終
了
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
事
業
の
道
の
り
は
決
し
て
平

坦
で
は
な
く
、
十
五
年
に
及
ぶ
事
業
期
間
中
に
は
幾
多
の
問
題
が
生
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
一
っ
―
つ
克
服
し
な
が
ら
こ
こ
ま

で
至
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
行
政
当
局
と
編
集
事
務
局
（
浦
添
市
立
図
書
館
沖
縄
学
研
究
室
）

フ
ラ
ン
ス
な
ど
）

お
か
げ
さ
ま
で
、
「
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
」
は
県
内
の
み
な
ら
ず
、
全
国
・
外
国
（
中
国
・
台
湾
・
韓
国
・
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
・

の
歴
史
・
文
化
関
係
者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
、
世
界
的
な
貴
重
な
史
料
集
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
お
り
、
今
や
浦

添
市
の
文
化
事
業
の
「
顔
」
と
し
て
ご
承
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
関
係
者
が
こ
の
史
料
集
を
利
用
し
、
そ
の
価
値
を
評
価
す
る
発

言
を
聞
く
た
び
ご
と
に
、
私
ど
も
の
苦
労
は
報
わ
れ
た
の
だ
と
納
得
す
る
こ
と
し
ば
し
ば
で
し
た
。

事
業
終
了
が
目
前
に
迫
っ
た
今
、
こ
の
時
点
に
立
っ
て
、
下
記
の
要
望
を
あ
え
て
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
貴
職
を
中
心
に
真
剣

一
、
全
十
九
巻
の
史
料
集
は
貴
重
な
歴
史
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
内
容
が
難
解
で
あ
る
た
め
に
一
般
市
民
に
は
理
解
し
が
た

い
。
よ
っ
て
、
史
料
集
の
内
容
を
広
く
市
民
に
普
及
す
る
た
め
の
諸
事
業
を
次
年
度
か
ら
是
非
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

た
か
ら
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
る
。

の
連
名
で
「
刊
行
事
業
後
の
課
題
に
つ
い
て
」
（
要
望
）
と
題
す
る
文
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
全
文
は
以
下
の
通
り
で

の
全
面
的
な
ご
協
力
、
ご
支
援
が
あ
っ
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二
、
刊
行
事
業
を
通
じ
て
多
く
の
資
料
・
情
報
が
事
務
局
に
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
市
民
や
利
用
者
に
提
供
で
き
る
体
制
を
次
年
度

前
掲
の
文
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
は
各
巻
刊
行
の
た
び
に
、
内
外
の
研
究
者
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
き
た
。
全
十
九
巻
の
完
結
を
機
に
、
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
」
は
琉
球
1
1
沖
縄
史
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア

史
の
研
究
に
と
っ
て
も
、
貴
重
な
史
料
の
宝
庫
と
し
て
益
々
注
目
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
す
で
に
『
琉
球
王
国
評
定
所
文

書
』
各
巻
の
巻
頭
論
考
が
豊
富
な
史
実
を
提
示
し
て
琉
球
1
1
沖
縄
史
の
見
直
し
を
迫
り
つ
つ
あ
る
だ
け
で
な
く
、
国
内
や
海
外
の
研
究
者

も
評
定
所
文
書
を
活
用
し
て
斬
新
な
研
究
成
果
を
公
表
し
始
め
て
い
る
。
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
刊
行
事
業
の
歴
史
的
意
義
は
今
後

益
々
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。
刊
行
事
業
に
対
す
る
内
外
の
評
価
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
成
果
を
浦
添
市
の
誇
る
べ
き
文
化
的
財
産
と
し
て
将

十
五
年
の
長
期
に
わ
た
る
編
集
・
刊
行
事
業
の
貴
重
な
成
果
を
継
承
・
活
用
し
て
浦
添
市
民
の
文
化
的
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、
浦

添
市
の
誇
る
べ
き
文
化
事
業
を
全
県
・
全
国
・
全
世
界
へ
向
け
て
発
信
す
る
た
め
に
も
、
要
望
事
項
の
実
施
へ
向
け
て
浦
添
市
当
局
の
さ

ら
な
る
ご
尽
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
末
筆
な
が
ら
編
集
・
刊
行
事
業
を
長
期
に
わ
た
っ
て
最
後
ま
で
暖
か
く
支
援
し
て

項
い
た
浦
添
市
民
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
各
位
に
あ
ら
た
め
て
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

二
0
0
一
年
三
月

琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会

来
へ
向
け
て
継
承
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

か
ら
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

例
ら
解
読
書
・
普
及
書
の
編
集
・
刊
行
、
市
民
講
座
の
実
施
な
ど
。

委

員

長

西

里

喜

行
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編集後記

昭
和
六
十
二
年
度
よ
り
十
五
年
の
歳
月
を
か
け
て
刊
行
し
て
き
た
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
も
、
第
十
九
巻
め
と
な
る
本
巻
の
発
刊

を
も
っ
て
完
結
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
、
編
集
校
正
作
業
の
立
場
か
ら
、
感
想
・
反
省
・
指
摘
す
べ
き
点
・
今
後
の
課
題
な
ど
簡
潔
に
記
し
て
お
き
た
い
。

•
原
史
料
の
体
裁
を
尊
重
す
る
か
、
読
者
の
読
み
易
さ
を
優
先
す
る
か
、
こ
の
葛
藤
は
常
に
編
集
に
つ
き
ま
と
う
悩
み
で
あ
っ
た
。
今

後
、
他
の
歴
史
資
料
を
編
集
出
版
す
る
際
に
も
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

・
編
集
に
特
殊
記
号
や
特
殊
な
体
裁
が
頻
出
す
る
事
で
、
印
刷
業
者
へ
の
技
術
的
な
要
請
、
業
者
と
の
意
志
疎
通
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

事
が
順
調
に
運
ぶ
場
合
は
良
か
っ
た
が
、
上
手
く
行
か
ず
手
間
取
る
場
合
も
多
か
っ
た
。

・
普
及
活
動
が
不
充
分
で
あ
っ
た
と
思
う
。
沖
縄
学
講
座
「
評
定
所
文
書
を
読
む
会
」
や
紀
要
の
「
評
定
所
文
書
覚
書
」
等
を
除
け
ば
、

・
編
集
業
務
に
活
用
す
る
目
的
で
収
集
し
た
評
定
所
文
書
関
係
史
料
は
、
図
書
館
利
用
者
や
研
究
者
の
便
宜
に
資
す
る
面
で
は
大
い
に
そ

の
役
割
を
果
た
し
た
が
、
編
集
作
業
に
限
定
す
れ
ば
そ
の
活
用
が
充
分
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

・
収
載
史
料
ご
と
に
文
書
番
号
を
付
し
た
が
、
枝
番
号
の
付
し
方
に
課
題
が
残
っ
た
。

③
そ
の
他
、
編
集
作
業
の
技
術
面
で
気
づ
い
た
点

目
立
っ
た
普
及
・
広
報
活
動
に
取
り
組
め
て
い
な
い
。

②
反
省
点

①
感
想

編

集

後

記
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糸
数
兼
冶
（
昭
和
六
二
年
七
月
四
日
ー
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
）

梅

木

哲

人
（
昭
和
六
二
年
七
月
四
日
ー
平
成
一
年
三
月
三
一
日
）

崎
浜
秀
明
（
昭
和
六
二
年
七
月
四
日
ー
平
成
一
年
三
月
三
一
日
）

安
岡
昭
男
（
昭
和
六
二
年
七
月
四
日
！
平
成
一
年
三
月
三
一
日
）

山
本
弘
文
（
昭
和
六
二
年
七
月
四
日
ー
平
成
一
年
三
月
三
一
日
）

比

嘉

実
（
昭
和
六
二
年
七
月
四
日
ー
平
成
―
一
年
三
月
三
一
日
）

我
部
政
男
（
昭
和
六
二
年
七
月
四
日
！
平
成
三
年
三
月
三
一
日
）

島

尻 歴
代
の
編
集
委
員
の
任
期
は
以
下
の
と
お
り
。

な
作
業
に
な
る
と
思
わ
れ
る

・
誤
字
な
ど
編
集
上
の
誤
り
が
各
巻
ご
と
に
あ
り
、
正
誤
表
に
よ
る
訂
正
の
必
要
が
あ
る
。

④
今
後
の
課
題

『
大
日
本
維
新
史
料
」
『
鹿
児
島
県
史
料
」
「
島
津
家
文
書
』
等
、
「
評
定
所
文
書
」
と
同
時
代
の
関
連
史
料
と
の
突
き
合
わ
せ
が
必
要

勝
太
郎
（
昭
和
六
二
年
七
月
四
日
ー
平
成
一
年
三
月
三
一
日
）
昭
和
六
三
年
―
二
月
五
日
死
去
。
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編集後記

ア
マ
ン
ダ
・
ス
テ
ィ
ン
チ
カ
ム
、
生
田
滋
、
上
江
洲
安
亨
、
上
江
洲
敏
夫
、
上
江
洲
均
、
上
原
兼
善
、
梅
木
哲
人
、
小
葉
田
淳
、
我
部
政

男
、
紙
屋
敦
之
、
川
畑
恵
、
漢
那
敬
子
、
金
城
正
篤
、
金
城
善
、
小
玉
正
任
、
崎
浜
秀
明
、
里
井
洋
一
、
島
村
幸
一
、
新
城
敏
男
、
平
良

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
研
究
者
か
ら
資
料
提
供
な
ど
様
々
な
恩
恵
を
受
け
ま
し
た
。
以
下
に
ご
芳
名
を
列
挙
し
て
御
礼
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ

小
野
ま
さ
子
（
平
成
一

0
年
七
月
一
日

i
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
）

豊

見

山

和

行
（
平
成
三
年
四
月
一
日
！
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
）

島

尻

克

恩

河

尚
（
平
成
一
年
四
月
一
日
ー
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
）

美
（
平
成
一
年
四
月
一
日
ー
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
）

里

井

洋

（
平
成
一
年
四
月
一
日
！
平
成
一

0
年
六
月
三

0
日）

田

名

真

仲

地

哲

吉
（
昭
和
六
二
年
七
月
四
日
i
平
成
一
年
三
月
三
一
日
、
平
成
六
年
七
月
一
日
ー
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
）

功
（
平
成
一
年
二
月
五
日
！
平
成
六
年
六
月
三

0
日
、
平
成
―
一
年
四
月
一
日
ー
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
）

夫
（
平
成
一
年
四
月
一
日
ー
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
）

之
（
平
成
一
年
四
月
一
日
！
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
）

金

城

高

良

倉

田

里

修
（
昭
和
六
二
年
七
月
四
日
ー
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
）

西

里

喜

行
（
昭
和
六
二
年
七
月
四
日
！
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
）

池
宮
正
治
（
昭
和
六
二
年
七
月
四
日
ー
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
）
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一
次
筆
耕
者
の
氏
名
を
挙
げ
、
感
謝

勝
保
、
高
橋
俊
和
、
玉
城
朋
彦
、
都
築
晶
子
、
得
能
壽
美
、
照
屋
善
彦
、
富
島
壮
英
、
名
嘉
正
八
郎
、
仲
間
勇
栄
、
名
嘉
真
宜
勝
、
パ
ト

リ
ッ
ク
・
ベ
イ
ヴ
ェ
ー
ル
、
濱
下
武
志
、
比
嘉
美
津
子
、
比
嘉
実
、
比
屋
根
照
夫
、
深
澤
秋
人
、
星
雅
彦
、
真
栄
平
房
昭
、
丸
山
雅
成
、

宮
城
篤
正
、
宮
城
寿
、
安
岡
昭
男
、
山
本
弘
文
、
弓
削
政
己
（
敬
称
略
•
五
十
音
順
）

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
が
全
巻
刊
行
で
き
た
の
も
、
最
初
に
文
書
を
解
読
し
文
字
に
起
こ
し
て
い
っ
た

筆
耕
者
が
い
た
か
ら
で
す
。
校
正
作
業
に
携
わ
る
我
々
に
と
っ
て
筆
耕
原
稿
は
強
い
味
方
で
し
た
。

の
徴
と
致
し
ま
す
。

阿
波
根
直
孝
、
岩
佐
英
治
、
伊
敷
勝
美
、
大
城
康
洋
、
小
野
ま
さ
子
、
恩
河
尚
、
梶
田
明
宏
、
漢
那
敬
子
、
北
浦
泰
子
、
宜
保
い
づ
み
、

金
城
功
、
崎
浜
秀
明
、
里
井
洋
一
、
島
尻
克
美
、
島
村
幸
一
、
白
川
裕
美
、
新
城
敏
男
、
鈴
木
淳
、
平
良
勝
保
、
高
橋
慎
一
郎
、
高
良
倉

吉
、
武
田
庸
二
郎
、
玉
木
順
彦
、
徳
川
冬
子
、
豊
見
山
和
行
、
名
嘉
正
八
郎
、
比
嘉
千
恵
子
、
福
村
光
敏
、
藤
田
和
子
、
古
川
隆
久
、
真

栄
平
房
昭
、
真
殿
淳
子
、
山
口
宗
郎
、
山
本
さ
と
み
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

以
上
三
十
四
名
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編集後記

二
0
0
二
年
一
月

一
次
筆
耕
者
氏
名
の
記
載
に
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
。
以
下
に
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

第
十
二
巻
四
七

0
頁
、
玉
木
真
哲
↓
玉
木
順
彦

平
良
豊
勝
↓
平
良
勝
保

第
十
一
巻
五
一
八
頁
、
平
良
豊
勝
↓
平
良
勝
保

＊
尚
、
複
数
の
巻
末
に
お
い
て
、

琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
事
務
局
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